住宅用地の特例措置
住宅用地とは、次のいずれかに該当する土地をいいます。

　①専用住宅（専ら人の居住の用に供する家屋）の敷地の用に供されている土地でその上にある家屋の床面積の１０倍までの土地

　②併用住宅（一部を人の居住用に供する家屋で住居部分の割合が１／４以上あるもの）の敷地の用に供されている土地のうち、その面積に下表の率を乗じて得た面積に相当する土地

	家屋の種類
	居住部分の割合
	住宅用地の率

	下記以外の併用住宅
	１／４以上　１／２未満
	０．５

	
	１／２以上
	１．０

	地上５階以上の耐火建築物である併用住宅
	１／４以上　１／２未満
	０．５

	
	１／２以上　３／４未満　
	０．７５

	
	３／４以上
	１．０


住宅用地はその面積の広さによって「小規模住宅用地」と「その他の住宅用地」に区分され下記の表のとおり特例措置が適用されます。
	区　　　　　　分
	固定資産税課税標準額

	小規模住宅用地


	住宅の敷地で住宅１個当たり200㎡までの部分
	　　
　　価格×１／６

	その他の住宅用地


	住宅の敷地で住宅１戸につき200m2を超え、住宅の床面積の10倍までの部分
	　　
　　価格×１／３


